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第 I章 村落の今日的変化の実態をとらえるために
野間三郎
都市の膨張と村港の変質とL、う現象は今日わが国に於いても急速K
進行している。村落の変質は都市周辺氏止ら念い。広くわが国κ遍く
見られるものである。都市化．工業化社会．社会変動念どの多くの概
念がとれをとらえようとする時κ用いられる。複雑念現象というべき
である。
都市罵辺陀おける村落部の変化をとらえる為Kは，従って村落のみ
念らず．都市．町．村．部落をつ念ぐー列の人間（居住）集団κつい
て新らしい考察の立場守設定する他店主念い。特κ．地方的村落を農村
とよぶ！日い習慣は意味を失ってしまった。純粋念意味での農村．つま
タ農業Kのみ依存している村落は絶滅K頻しているとすら考える。所
謂「農村」の多くが農業人口よりも多〈の非農業人口を抱えているの
が実情である。
1 9世紀初頭から工業化が進行していたヨーロッバでは． との様念
新らしい事情が早くから生じ．村落を都市の対極としてとらえる立場
に対して．村落・都市を一つの連続的変化（コンティヌィテート）と
してとらえる立場があらわれてくる。都市と村落工業と農業．との
聞にある相互関係が 19世紀以来益々密接K念！？.互に混入する形勢
が明らかになりつつあるからである。村落人口の減少．都市人口の増
大という人口統計上の現象の背後にある事情はかくの如きものである。
つま！？.所謂「前工業自併す落」が解体」工業と交通の発展が農民解
放という大変化と相乗して．農民を工業労働者として都市κ吸収する
という動きが加速的に進行して行ったのである。所謂「農村」が「通
勤者共同体JV'C変質しはじめる機構である。とれは逆に云うと．村落
的生活様式の拡大ともいうべき重大念変化である。
との様念事情は．他方では「集落Jκ関ナる旧来の分類κ修正を加
えざるを得なくした。静的分類から動的分類への必要ということが出
来るであろう。都市一回舎町一市場町一村落という如き分類から．人
口を基準とする分類K移る事情である。然、し大都市一中都市一小都市
一村落とL、った分類も長い間の使用に耐えるもので念く．その中K行
政的のみ念らず経済的内容が正確にとらえられるととが出来念くをつ
てくる。人口統計の方法の上で，市町村の同質的社会経済的階層を示
し得る様念道の追求が始まる既以である。
地理学における集落研究も新らしい道の探究を余儀念くさせられた
のは当然である。少しく歴史的に眺めてみるととにしょうか。（1)
との穏の必要を地理学上の問題としてとらえ．その解決へのプログ
ラムを示したのはヘットナーの19 0 2年の「集落の経済的類型Jと
いラ論文であるとされている。 （2) とれKつづいて問題を展開した
人々の系列を一瞥すると．グラートマン（ 1 9 1 3 ) (3), フッテン
ロッヘル（ 1 9 4 9 ) (4），へy セ（ 1 9 5 0) (s). リンデ（ 1 9 5 2) (l) 
念どがあげられる。とのあたりで一応基本的左考え方が出来．今日迄
多くの研究がつづくものといえる。
これらは集落（都市．村落をふくめて）の基本型（ドイツκおける）
を設定しようとするもので．集落のもつ生産方向．その経済的特質の
機能的徴事人口の性質をとb入九それらの集落がつくる空間構造
乃至は秩序を考えようとするものである。
基本型はいくつK定められるかは勿論問題として続く杭集落の機
能という見地からすると．それらは地方的（ Lokale), 地域的
( regionale ）．超地域的（ uber regionale ）κ分類ナ
ることができ．そとには集落の社会・経済上の位置づけが含まれるか
ら，それを基礎にして＇ a）農業集落． c）地方的商工業（集落〉町．
c）商工業都市（集落）のグループがとタ出され．それぞれが細分さ
れて基本裂がつくられる。ニーダー・ザクセンの集落基本図（1950)6)
? ? 』
では， a）が 4. b）が 2, c）が 2，計8の基本裂がとb出されa
ている。議見は避けるが.＇例えば a）の中では家族外労働力．非農業
人口．経営の規抵家計の性質念どもとb入れられ．今日の村落の変
質を把握するという甚だ困難念作業K周到念配慮を示している。それ
らは. 1から 8までが一つの傾斜として連続する知く構成される。
以上の如きドイツにおける集落類型設定の努力は．プランニYグの
基礎という意味をも含んでおti.統計法の改善をも含んでの長い間の
且つ大規模を研究と作業の中で進んできたものである。
我々が東京周辺Kおける急激念変化の性質を組織的にとタ上げるた
めには基礎的．継続的努力が必要とされるが．当面の問題として．明
瞭ま土地私用の変化をとh上げた。村落の変質に関しては向多くの努
力，考察の方法の追求を必要とする。
村落における就業人口と．村落~居住をしている有業人口との聞の
関聯の欠除の程度．つまり労働場所と住居の一致という農業集落の古
い形がどの様に崩れているかというととの測定．それκ関聯する村落
における住居のタイプの変化も我々の課題であるが．その前提として
の土地利用の変化についての報告にとどめるととにする。
（注）
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第E章鶴見川流域における土地利用変化
横田忠夫
最近．大都市周辺の農村部Kおける住宅地．工場の進出は極めて激
しいものがあるが．特に東京西郊K位置する多摩丘陵一帯の都市化は
そ味見模の大きさ．短期間での変貌．宅地．工場用地造成K伴う地形
変色水量水質の変化等々において多くの特徴をもっている。
そとで． との都市イ1見象とそれに伴う諸問題を土地利用の変化を指
標とし．また農村側の都市化進行への宝刀E、に視点をおき，調査研究を
行念った。
との研究は大別して三つの部門K分けられる。第ーは陸地測量部．
国土地理院で発行された地形図全利用した明治期．昭和初期L戦後の
各時点における土地利用の遺跡であり．第二は第一の作業を通じて．
最近特に変化の著しい鶴見川中流域．横浜市緑区川和町周辺について．
との5～4年聞に起った土地利用変化の詳細念調査．そして第三はと
の地区の農村集落の都市化への対応を主眼とした実態的念調五及び
急速を都市化に伴って発生する諸問題の追求である。
第1節 地形図による調査地域の明治以降今日までの
土地利用変化の考察
利用した地形図は明治14年浪lj図 2万分の 1 川崎駅．荏田村．
昭和14年． 4 1年 2万5千分の1の川崎．荏田図幅である。
との地域は多摩丘陵南端部氏位置しているが．鶴見川の本支流が樹
枝状に丘陵に切タ込んでお!J.そのJ1が開析した浅い谷底平野と高度
5 0～ 6 0 mの平坦念丘陵面から左っている。
明治初期の土地利用を見ると．谷底平野部及び丘陵支谷は本流部の
自然堤防の部分を除いて水田でしめられてお!J.丘陵部の緩斜面には
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普通畑が．急斜面は広葉林の林野として利用され．集落の多くは丘陵
と谷底部の接する地点に餅すをつく b念がら分布している。
との状態から察すると当時．との地域は東京．横浜に近接した位置
にあっても，まだ日本各地に普通K見られる一般的農村の一つであっ
えととがうかがわれる。
昭和14年κ念ると．丘陵の東の尖端部にあたる日吉．網島菊名
念どの地区は昭和初期の東横線の開通によって住宅化が除身 K進み．
釈を中心として主として丘陵上の畑地の部分の宅地への転換が目立っ
ている。しかし．荏回図幅の部分自主．南部の鶴見川治ぃκ横浜線が設
けられたにも関らず．明治期と較べてもさしたる変化は見られず．た
だ西部の地区K桑園の増加が顕著であるととのみが特記される。
しかし．昭和41年の図幅に念るとその変貌は著しし荏田図幅の
地域にもか合り大き念変化を認めるととができる。
即ち．東横線治線の都市化は丘陵上だけでなく．谷底平野の部分に
も拡がっており．路線から2～31¥mの範囲が市街地域へと転じてお!J• 
荏回図幅の地域でも田園都市線の開通によって丘陵上の山林．畑地の
部分が大規模左住宅団地に変わっているととが特徴的であり．又鶴見
川本流の谷底平野部を中心に多くの工場の存在が目だち．まず都市化
が工場の進出を第一期として開始されていることが認められる。
との三期κわたる土地利用図を通観して云える当地区の都市化の特
徴は一部を除いて（東横線前線）一般的に東京．横浜に近接した位置
にある氏関らず．戦前及び戦後の 10数年間にかけてはその進展は比
較的緩慢であったととであ!J.そして又．最近κ念ると短期間K急速
に変貌をとげつつある地区であるというととができょう。
この急速な都市化はわが国経済の高度成長に伴う大都市の膨張に困
があるわけである抗具備はは田園都市線の新設κ付随する東急資
本を始めとする不動産資本の都市開先との地区を縦貫する東名高速．
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第三京浜等の高速道路の開設．横浜市Kよる港北ニュータクン建設計
画等．外部からの公私の資本力が強力K集中して加わった結果起った
ものと云うことができ．その点では農村側は全く受身の形でその都市
化の外力に対応するととになったと考えるととができるのである。
第2節川和地域における最近5～ 4年間の急激念
土地利用の変化
1節で述べた地形図作業による分析では手元K入る最新の地図が昭和
4 1年であった。とのため．この地域のようκ最近急速念変貌をとげ
ている地区ではすでに現状は可成り変化を生じている。
そのため．最近の土地利用の変化を知るためには現地の実地調査に
より現状を知払過去の土地利用図と比較することによって把える以
外K方法はてとい。との作業には多くの労力と時聞を要するの℃広範
囲κ実施するととは困難である。そとで2万5千分の1の荏回図幅の
中から特K最近変化の著しL、と見られる川和図幅の地区を調査地域に
設定した。
川和地区は．鶴見川本流とその支流谷本J，，の合流点近くκ位置する
部分で旧都田村κ属する。大字では川和青砥．佐江戸の部落がある
が．局辺部落はまだ農家以外の住宅もそれほどは見られず，又水田地
域も広くあって農村的色彩が濃厚である。
しかし．一部Kは宅地造成中の箇所も見られ．変貌の前兆を示して
いる。
ととろで．昭和44年の調査の現状を図上に表わしてみると．との
3, 4年内の都市化の進行状況が如何に急速であるかを知るととがで
きる。
即ち．全般的傾向としていえるととは， 4 1年Kは住宅や工場の分
布が拠点的であったもの抗 44年においては全地域的K拡散分布す
? ?
る傾向を示しているとと．小住宅群が住宅団地以外K農家の宅地及び
その周辺に形成されていること等をあげるととができる。
それを具体的K示せば．工場関係では佐江戸地区での松下電器．コ
カコーラ等の工場の進出. JI I和地区の明治パンその他の工場の設立．
また水田埋立てによる工場用地造成中のものなど．所謂工場地帯の形
成がみられるととであ!J.住宅関係では青砥の農村集落が全く住宅街
の中κ包含されたとと．谷本川右岸の水田が埋立てられ東急団地直会
社社宅へと変貌したとと.JI I科佐江戸部落で各農家が宅地内や近く
の畑を切b売り い小住宅が多数出現するに到ったこと等をあげると
とができる。
しかし早淵川．谷本川の聞の丘陵地は港北ニュータウン建設予定地
に大部分が編入され．土地の売却も殆んど終了しているため‘今のと
ころとの土佐庄の住宅．工場地化は全く見られてい念い。
これらのととから判断して．との地区も現在では農家自体がすでに
受動的念都市化への対応から転じて積極的左対芯への動向を示すよう
に念ったと考えるととができ．又今後数年にわたり激しく土地利用が
農村的なものから都市的念ものへと移行するであろうことが予想され
る。そして.J 1おいの低地部K拡がる工場地区む丘陵上及び正陵周
辺部の住宅地区．それも丘陵上の大規模念住宅団地群（港北ニ且ータ
ウンを含めて）と旧集落を中心とした農家．商店．住宅混合地区とい
う複雑な都市地域の形成が予想されるのである。
第5節 農村集落の変容
1節． 2節において地形図を利用し左がら土地利用の変化を指標と
して調査地域の都市化の動向V'Cついて考察してきた。ととろで，とれ
らの現象的変化は兵制句Kは旧来からの土地所有者であった既存の農
家が都市化の一般的情勢の中で．その生業である農業経営を変更」
-11ー
その変更計画に基いて土地を転売したり．或は宅地地主的転向の結果
としてアパート．貸家業等Kなるべく土地利用の転換を行なった結果
生じたものと云うととができる。
従って．土地利用の主体者であったこれらの農家が歴史的κどの様
念意図をもって経営を営み．かつそれに応じた土地の利用を行なって
きたかを跡づけるととが必要と念ってくる。
そとで． 2節において取りあげた地区からJ1和．青砥の2集落をと
りあげ．明治以降の農業経営の動向．そして最近の都市化過程におけ
る各農家の対応の姿について調査を行ない．土地利用変化の裏付け，
及び都市化に伴って生ずる問題点の摘出に努めた。
O 都市化進展以前Kおける川和地区の農業構造
及び農業経営
前述したよう κとの地区の都市化は最近5 ～ 6 年の聞に急~filv<:行念
われつつあるが．それ以前，特に第2次大戦以前においてはわが国農
村の一般的性格とさして変ら念い農村集落であったと云うととができ
る。そと℃農村時代の農業経営及びその歴史について述べておく。
幕藩時代．この鶴見川VIT.i戎の農村は多くが旗本領であり．所領関係
はかなり複雑であったが，旧川和村は天領に属し特殊な存在であった。
また．川和は川崎から八王子氏通ずる八王子街道と江戸から湘南方面
κ通ずる旧鎌倉街道の交叉する地点にあたっていた関係で．宿場的性
格をあわせもっていた。それは宿という小字名があることによっても
うかがL、知ることができる。
旧川幸峠すは6クの小字からなっていたが．その明治期κおける戸数
は次のようである。
明治34年
土府根
農家
1 5 
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商家
三ノ原 3 5 4 
中村 2 0 2 
宿 35 
森 3 1 。
手（カサ） 3 5 
当時の農家は平均して水田5～4反．畑7～8反を耕作する純農家
の集団から念っており．畑作は麦．陸稲雑穀．いも類が主であ.！：＞.
養蚕はわずかではあるが各戸で行なっていた。
地主制はか~ b強固であ.！：＞.旧村内だけで念く．周辺村にもかなり
の保有地をもっ地主が1戸．村内各字に小作地を持つ村内地主1戸が
特κ大きかったが．各イ宇には小地主層がおり．←世農民止ま自小作．
小作が多かった。
明治末年の主ま地主の数は各字で次のようである。
土府根 2戸
三ノ原 6戸
中村 1戸
森 2戸
宿 2戸
宇 5戸
しかし．地主の規模にはかな bの差があるとともに小字によって状
況は異なっていた。
比較的自作農が多し平均した集落としては中村が．又地主が自作
跡地主で所謂地主制的性格の弱かったもの吋があげられる。
小作地は水田が多かったが．小作料は2俵～2.5偽上回で5俵で
あb，当時収量は5～5.5俵であったから約5割の高率小作料であっ
た。との小作料は青砥．佐江戸等κ比して割高（他地区は最高2.5俵）
であったが．その要因としては次の2つの点があげられる。
一つは. J 1和が水害の多い鶴見川流域地域の中で比較的災害に見舞
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われる度合が少念く．良回であったととであり．他の一つは．他部落
では村外地主の所有地がか左り見られた関係で．比較的小作料引き下
げ的運動が容易に行ないえたのに対し．川和では殆んどの小作弛が村
内地主によって掌握されていたため．主従的．本分家的関係が濃厚で
号｜き下げが容易K行まえ念かったとんをあげるととができる。
地主のうちで特異をのは前κ記した大地主の中の一戸N家であろう。
N家は江戸時代後期呉服高から地主化した，月着再商業資本地主で，
その後醤油の製逸酒類卸商κ転じ．現在も酒類卸商を営んでいる家
である。
との家は．明治初期K農地を拡大しその基盤を作ったものである
が．明治30年代Kは数年Kわたって製糸業を営んだり，又醤油製造
には村内の人を何人か雇傭し．酒類卸商としては専用の馬力引きを数
人使用するを乙地主であるとともに事業家として村内下層部の労働
力利用者であり．又村で有数の経糊句実力者でもあった。
又大きい地主の他の一戸O家は最高の村内所有農地を有していたが．
N家に較べると伝統的私旧家的地主の性格が強く．村内では直接的
念実力者として存在していた。
従って村内の階層的構造はこの二大地主を頂点にして．その下VL小
字内の小地主及び自作農層．そして一般農家というピラミッド構造を
呈していたと思われ．又前記N家の従業員．馬力引き等κ従事する労
働者層の存在も認められる。
前VL，ζの地区は戦前日本の一般農村的性格が強かったとのべたが．
しかし京浜地方に近い立地条件は除々に近郊化の動きを農業経営の上
K持ち始めている。
まず．明治末名一部の上層農家においてイチゴ栽培が試みられ．
又生柿を横浜へ直接販売すること宏ども行宏われた。次いで大正末年
K在るとナス， キクリ念どの夏ヤサイの栽培が関東大震災Kよって移
住して来た者の手Kよってまず始められ．それが一般農民に普及して
近郊そさい村の性格を持つようにまった。だが．その栽培も鶴見川下
流部の新羽地区のように盛んとはならず．一部の農家の主幹経営であ
ったのみで．一世農家は米麦経営に付随して適当Kそさい栽培をとり
入れた程度であった。しかし．養蚕は昭和の初期氏は衰退してお9.
養蚕からそさいへの移行とみるととができる。
との地区の戸数の増加は戦前に於いては顕著では左いが．分家によ
る増加．及び関東大震災後の被災者の移住念どによって除々 K増加し
てはきている。
又．戦前における工場の進出はわずかであったが．やや規模の大き
い工場がーク大正14年に鶴見川左岸の自然堤防上に設立されている。
との工場は農薬工場であるが．前記大地主N家の分家が設立したも
ので．大震災l'L横浜で被災して移転したものである。（当時との工場
の廃水が近くの水田K流出し．所謂工場公害を起していたと云われる
が．村内地主の経営であるため村民は表面化できず． 1. 0数年後の耕
地整理の時期になって始めて問題と念っている。）
その他には， 鶴見Jlから移動してきたカーボン工場があった程度で
ある。
昭和以降戦前までとの地区で起った主だった事項を列挙すると．
昭和初年の小作争議とそれにとも念う全般的念農民層の拾頭と地主層
の後退．昭和10年代の水田の区劃整理．昭和14年の横浜市への編
入等をあげることができるが．都市化の著しい発展．それに伴う土地
利用の変化等は殆んどみられずに戦時下農村の時代に突入したとみる
ことができる。
。最近における急激念都市化とそれκ伴う農村の対応
戦時中から戦後10数年にわたるこの地区の都市化は，疎開者。定
?
?
着．次三男の分家等によって農外就業の居住者の物日が見られはした
が．それらの住宅は多くが農家の付属施設等を改良して利用するとと
左どが多かったので農村的景観は依然として保たれていた。
又農家も農地解放による自作農化Kよって平均化し．家族員の兼業
化はあっても．農業を中心とした経営が行念われ．かっその内容は近
郊農業的色彩が強く念 .!'J，そさい栽培．養鶏．酪農等の畜産の普及も
著しかった。
しか」昭和35年以降κなると都市化の影響が除々に具備怜土
地利用の変化を伴念いをがらとの地区κ穆透し始め，特に昭和40年
を過ぎると加速度的κ促進されて今日に到っている。
との都市化の動向は丘陵上の住宅団地の形成と．鶴見川治岸水田部
への工場の進出とのこつに大別できる抗 J1 ;f軸区では後者の工場進
出が都市化の契機とをっている。
わが国経済の高度成長K伴う．既成工場地帯の狭除化は周辺への新
工場の建設K拍車をかけたわけであるが．その工場が立地の容易念条
件を備えた水田地域の埋立てκよって ζの地区κ設けられたわけであ
る。
その経緯を見ると．まず昭和36年から 38年にかけて．青砥町地
内の水田部氏辻鉄工所．片岡商店．日本鋼材．諸星インキが．北八朔
の横浜電イじ川和町Kは昭和鉄エ東洋螺施管．熱ポンプ工学等々の
工場が設けられ．次いで39～4 1年κは川和の横浜化成．サンゴ工
学．タカノ製作所．佐江戸町の松下電器．コカコーラが. 4 2年以降
に削！｜和町に明治パン．日立コンクリ－ ~.フシマンパルプ，梅野木
工等が設けられ．谷本川左岸及び恩田J1左岸の地域が工場地帯へと変
貌していったのである。
これらの急速の変化は昭和35年以降既存の農家が農業からの離脱
への意向を持つに到.!'J，その当初の手段として水田を工場氏売却した
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ととを示しているが．特κ青砥町においてその傾向が早かったととが
注目される。その理由κは次のよう念ととが考えられる。
青砥町は都市化以前は農家戸数約40戸程の部落であったが．戦前
は小作地の多くが部落外地主に掌握された村であった。又．水田部は
谷本川．思田川の合流点K位置してお九谷本川の攻撃斜面にあたっ
ている関係もあって水害常襲地であb良国では念かった。
戦後の農地解放によって小作地は解放され農家は自作農化したので
あるが．階層的問主数戸の自作小地主層から転化した上層農家の他．
平均した規模の小農家群から念る部落構造ができあがった。
ところで．部落の指導的地位にある上層農家は近接する中山駅周辺
の都市化の動向や，相次ぐ水害による被災によって農業からの離脱κ
よる動人化．貸家業化に積極的であった。一般農家においてもその意
向が自然にうけ入れられ，部落全体として積極的な都市化への対応と
念って表現されてきたとみることができるのである。又部落外地主の
所有であった水田が多かったことも簡単に土地を手離した一つの理由
としてあげるととができる。
とのよう Kして．土地は順調に部落幹部の手Kよって買却の方向に
まとめられ．殆んどが新治町のー不動産業者の手を通じて工場に転売
される結果となったのである。その後，との部荷主工場団地だけで念
く住宅団地として東急不動産を始め．会社住宅κ売却し又宅地の部分
Kは貸家．アパート等を建て現在では厳早農業から動人．貸家業等に
転じてしまっている。従って．かつて19 hα あった農地は現在では
わずか2hα とな .！＇ . 1戸あた .！＇ 1 0～2 0αの所有地を持つに過ぎ
ない状態となっている。
この青砥町の急速左都市化に比して川和町のそれは比較的テンポが
遅く．又消極的であるととが対象的である。しかい いったん2-3
の工場が設立されると．その周辺の農地は用水．日照，交通等各面K
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おいて耕作に支障をきたす結果と念 ！？ .又農家の中に転業を目指す層
が現われ．土地売却に積極性をもつようκ念ってくるK及び用地売却
は急速に進行するように在る。そしてとの地区も．それ以降は明治パ
ンを始め大小多数の工場が設立され，すでに工場向主さまれた水田は
廃止せざるを得ない状態に追いとまれるK到っている。
とれら水団地域の土地刺用転換とともに．農家宅地の周辺の畑地や
山林にも住宅用地への転換が始まってくる。まず．昭和38年頃一部
の農家が宅地周辺の畑地を 40～5 0坪の地割に分割して．通勤者用
に売り出したのを手始めκ各農家にそれが普及し始め．旧集落の周辺
には雑然とした住宅が建ち始め，又農家の改築やアパート．貸家の新
設が進行する。
一部の山林は数人の地主Kよって宅地造成事業が行なわれ．それが
途中で県宅地開発公社の事業に移譲される。
また．とのようを既存農家側の都市化への対応の積極性セ醸成した
のは，川和町北部の丘陵地が港北ニュータクン予定地と~ .b.地区の
大半の農家がとの予定地内に地所を持ち．多少とも買収されたととに
一因があると云えよう。
とのように．都市化に対する農家側の対応は．青砥町とJl幸田丁の差
違にみられるように既存農業集落の歴史やその構造によってかなり異
った様相を呈するとと．及び外部的念環境条件の変化K大きく作用さ
れるととを知ることができる点が注目される。
第4節 都市化に伴う諸問題
当地域の都市イりま上述したよう κ．最近5～6年の短期間に急速に
進展したのであるが，その速度が速やかであったとともあって．受入
れ側の既存農村側にも進出した工場や住宅側にも今日多くの就業上．
生活上に於いて問題点を有している。その中からいくつかの間題点を
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列挙して結びκ代えたい。
1)戦後 10数年間Kわたれこの地区は一般農村的性格を保ってい
た。そのため．中農層以上の農家では近郊農業化への移行を示し．
そさい栽培．酪農，養鶏念どへの専門的経営に意欲的であり．多大
念設備投資を行宏ってきた農家も多い。
しかし．それカ省、速念都市化の進行によって農地の壊廃を余儀念
くされ．又畜舎．鶏舎の近辺への住宅の接近による農業公害の加害
者的立場K立たされるをど． 自然に脱農化K向わざるをえない情勢
と念 .!J，その生活設計を途中で挫折せざるを得念くなっている。
2）既存農家の経済面は．農地売却や地価の高騰によって全体として
非常念向上を示している。しかし．土地所有の格差がいっそう経済
生活上の格差を助長し，階層分化を著しくさせている。
又転業の方法として．貸家・アパート業を始め．倉庫業等不動産
業の占める割合が多〈．農業を営んでいた時期にくらべて生活的意
欲K欠ける傾向が強L、。
3）農家の都市化への積極的対応は．まず宅地及びその周辺の売却及
ひ．貸地fl:，それJ己貸家・アパートの建設κあてられているととが多い。
その部分κついて区劃整理や道路改良等を行宏うととは稀で．旧
来の農道．地割りのままに住宅化されており．かつ小住宅が多い関
係で雑然とした町並みを呈している。
又丘陵K入b込んだ支谷氏も地価の安い点などもあって．小住宅
が並列しているものも見られ．日照の不足．排水不良．崩壊の危険
性のある住宅も少念くない。
4）都市化に伴ぃ．道路交通の量が急速K増加したκも関わらず．道
路整備がなされていないため．主道の交通量はひんぱんで．歩行者
への危険の増大．騒音．排気ガス等の交通公害が著し〈なってきて
いる。
? ?? ?
そのため．道路おいの小学生は徒歩通学が禁止されパス通学を行
念っているのが現状である。特K工場の設立と主道が京浜匡随と国
道246及び東名高速道とを結ぶ短絡路にあたっているため． トラ
ック．ダンプカ一等の通行が多く．上記の公害を著しく大き〈して
し、る。
5）工場．特K化学系メッキ工場等の設立は排水量の増大．水質汚染
をもたらし．地下水の水質．農業用水の悪化と念9.生活上．農業
生産上に影響を及ぼす結果と念っている。
又鉄工場．アスフアルト工場左どの騒音の害も大きし特に深夜
操業の多いアスフアルト工場は睡眠のさまたげと走っている。
その他．大気汚染も除々に現われ，煙筈が丘陵上の住宅地にも及
ぶ傾向にある。
??? ，
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